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令和５年度事業報告

１．奨学金（育英）部門

（１）給与貸与金 7,885,000 円

うち給与金 （大学生） 210,000 円 うち貸与金 （大学生） 7,675,000 円

〃 （高校生） 0円 〃 （高校生） 0円

合計 210,000 円 合計 7,675,000 円

（２）給貸与人員

（人）

項 目 大学生 高校生 計

新 規 3 0 3

継 続 8 0 8

合 計 11 0 11

（内 訳）

＊大学生

・一人当たり給貸与金 （千円）

＊高校生 募集せず

・令和 5年度（第 65 回）新規採用生一覧

氏 名 在 学 校 出 身 校 住所・出身地

Ａ 新潟大学 農学部 高岡高校 小矢部市道林寺

Ｂ 早稲田大学 先進理工学部 砺波高校 小矢部市水牧

Ｃ 金沢大学 人間社会学域 高岡南高校 高岡市北島

給貸与別

入学年度

貸 与 金
給与金

入学祝金
自宅通学者 自宅外通学者

月額 年額 月額 年額

平成 16～18 年度 44 528 50 600 70

平成 19 年度～令和 2年度 45 540 51 612 70

令和 3年度～  (国公立)

       (私 立)

45

55

540

660

55

65

660

780

70

70
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・対象人員 （人）

入学年度 自宅通学者 自宅外通学者 合 計

令和元年 1 0 1

令和 2 年 0 0 0

令和 3 年 0 3 3

令和 4 年 0 4 4

令和 5年 0 3 3

合 計 1 10 11

・給貸与金総額 （千円）

給貸与区分

入学年度

貸与金 給与金

入学祝金
合 計

月 額 年 額

令和元年 45 540 0 540

令和 2 年 0 0 0 0

令和 3 年 175 2,100 0 2,100

令和 4 年 230 2,760 0 2,760

令和 5年 175 2,275 210 3,270

合 計 625 7,675 210 7,885

令和元年年度 1名医学部

新入生の令和 5年度生は 13 ケ月分―当月分を前月に貸与する為

＊高校生

貸与なし

（３）貸与金の増減及びその残高

(単位:円)
区 分 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

大 学 70,899,000 7,675,000 13,366,000 65,208,000

高 校 0 0 0 0

合 計 70,899,000 7,675,000 13,366,000 65,208,000

（４）給貸与生の集いの開催

○日時 令和 5年 12月 28 日(木) 午前 11:30～午後 1:00

○場所 キラリビル８階

令和 2 年度から 4 年度迄は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としま

したが、5 年度は 3 名の給貸与生の参加で、富山第一銀行奨学財団の概要の紹介、

給貸与生の自己紹介、学生生活の近況、将来の抱負、就活四方山話、激励の言葉な

どを交えて自由に話合い、約１時間３０分の集いは大変有意義に開催されました。
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２．研究助成（助成金）部門

（１）令和 5年度（第 40 回）助成教育機関選考一覧

単位千円

教育機関名 助成金額 研 究 課 題 代表研究 者

大

学

富山大学 940 高齢者の幸福と認知機能・身体機能促進

に寄与する要因の解明
学術研究部薬学・和漢系

助教

稲田
い な だ

祐奈
ゆ う な

940 呉羽山礫層の古地磁気層序 学術研究部都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学系

准教授

川
かわ

﨑
さき

一雄
か ず お

950 安全なゲノムの書き換えを実現するDNA

結合タンパク質の開発
学術研究部工学系

准教授

迫
さこ

野
の

昌
まさ

文
ふみ

460 祭りの継承に関わる人びとと組織のあり

方に関する人類学的研究:北陸地域の獅

子舞を対象として

学術研究部芸術文化学系

講師

田邊
た な べ

元
げん

940 クリックケミストリーを利用した新規人

工核酸の開発
学術研究部薬学・和漢系

准教授

千葉
ち ば

順
じゅん

哉
や

940 COVID-19感染早期免疫応答の解明と画像

診断法の確立
学術研究部医学系

准教授

長岡
ながおか

健太郎
けんたろう

940 メタボリック症候群の予防を目指したヒ

ト腸内細菌の作用機序の解明
学術研究部医学系

准教授

藤坂
ふじさか

志
し

帆
ほ

1,000 睡眠時における記憶痕跡の活動動態 学術研究部医学系

准教授

宮本
みやもと

大祐
だいすけ

950 農薬曝露による神経発達障害モデルにお

けるシナプス・分子病態の解明
学術研究部医学系

准教授

吉田
よ し だ

知之
ともゆき

940 機能性の精密制御容易な光応答性化合物

の創出
学術研究部理学系

助教

吉野
よ し の

惇郎
じゅんろう

小計  10名 9,000
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大

学

富山県立大学 500 ニュートリノのマヨラナ性の探索 工学部･教養教育センター

准教授

石田
い し だ

裕之
ひろゆき

400 柔らかい外装をしたロボットによる柔ら

かいものの自律的把持
工学部･知能ﾛﾎﾞｯﾄ工学科

教授

小柳
こやなぎ

健
けん

―
いち

500 不完全なテンソルのベイズCP分解と集団

脳波への応用
工学部･情報ｼｽﾃﾑ工学科

助教

崔
さい

高超
こうちょう

400 富山県中小河川を対象とした洪水予測と

デジタルツインでの可視化・避難誘導の

試み

工学部･環境･社会基盤工学科

准教授

呉
くれ

修一
しゅういち

400 富山県の地下水・水道水中PFASsの分布

と汚染源解析
工学部･環境・社会基盤工学科

准教授

黒田
く ろ だ

啓
けい

介
すけ

400 富山県における河川浮遊ゴミの年間流出

量把握と河川間比較
工学部･環境・社会基盤工学科

准教授

久
きゅう

加
か

朋子
と も こ

500 水銀パッシブサンプラーを用いた富山県

内の大気中水銀濃度の水平分布の把握
工学部･環境・社会基盤工学科

講師

中澤
なかざわ

暦
こよみ

400 植物培養細胞における「休眠」二次代謝

の覚醒による有用物質生産技術の開発
工学部･生物工学科

教授

野
の

村
むら

泰
たい

治
じ

小計  8名 3,500
富山国際大学 400 ある中山間地域の情報を集約するWebサ

イトを通じた地域活性化の要因の探索
現代社会学部 現代社会学科

准教授

豊岡
とよおか

理人
り ひ と

700 保育施設における室内外空気中微生物の

遺伝子解析
現代社会学部 現代社会学科

教授

高橋
たかはし

ゆかり

300 富山の地域文化を伝えるための日本語と

英語の比較修辞学研究
現代社会学部 現代社会学科

准教授

Mark
マ ー ク

FRANK
フ ラ ン ク

300 ケアマネジメント実践におけるヤングケ

アラー支援の検討
子ども育成学部 子ども育成学科

教授

相山
あいやま

馨
かおり
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大 
 
 
 

学

富山国際大学 300 文学の読みの授業における「語り」の概

念の獲得
子ども育成学部 子ども育成学科

講師

岩崎
いわさき

直
なお

哉
や

小計  5名 2,000
高岡法科大学 400 海洋空間における非国際的武力紛争と国

際法

―中台武力紛争を題材にして―

法学部 法学科

教授

吉田
よ し だ

靖之
やすゆき

小計 1名 400

短

期

大

学

富山短期大学 500 国際労働移動システムから見るメゾ構造

より捉える介護技能実習生制度の持続化

に向けた研究

～3者(技能実習生、受入施設、送り出し

国側)からの視点より～

健康福祉学科

准教授

小
こ

平
だいら

達
たつ

夫
お

500 食パンの副材料としてのエゴマの搾りか

すの有用性に関する検討
食物栄養学科

講師

角田
つ の だ

香澄
か す み

小計 2名 1,000

高

等

専

門

学

校

富山高等専門

学校

530 後期高齢者に変わる極厳環境下で働く遠

隔操作ロボットの繰り返し負荷耐久特性

に関する基礎研究

機械システム工学科

准教授

石黒
いしぐろ

農
みのる

560 ナノ・マイクロ粒子分散液の配列凝固と

その材料特性評価
商船学科

准教授

経
きょう

田
でん

僚
とも

昭
あき

490 富山県発祥のスポーツ「ビーチボール」

愛好者の特性からレクリエーショナルス

ポーツの普及発展の未来を探る

一般教養科

助教

中村
なかむら

祐
ゆう

太郎
た ろ う

400 1980年代を中心とした北陸における社会

運動文化の形成と展開
一般教養科

助教

加島
か し ま

正浩
まさひろ

520 表示機への投光方式による人の視覚認知

能力の変化に関する検討
一般教養科

准教授

紙谷
か み や

智
さとし

小計  5名 2,500
教育機関計 31 名 18,400
教育研究諸団体 470 県教育会・理科教育振興会・家庭科教育振興会

（ 合 計 ） 18,870
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（２）令和５年度「富山第一銀行奨学財団の研究成果発表会」の開催

日時 令和 5年 7月 7日(金) 午後 1～5時 10 分

場所 富山第一銀行多目的ホール（TOYAMA キラリ９階）

研究助成金目録贈呈式 令和 5年度研究助成を受けられる先生 31 名に目録

を贈呈致しました。

研究成果発表会 令和 4年度研究助成を受けられた先生の内 7 名の先

生が、その研究成果を発表されました。

尚、令和 2年度の研究成果発表会非開催に伴って発刊した小冊子が非常に好

評だったことから、発表会の開催の有無に係らず作成・配布していくこと

とし、「(公財)富山第一銀行奨学財団 2023 助成研究報告書」令和 5年度版

を 8月に作成し、各大学等へ配布。

３．顕彰事業部門

（１）「(公財)富山第一銀行奨学財団賞」の募集・選考

富山県ならびに我が国の将来の発展に資することを目的として、富山県内の

機関（教育機関・企業等）に於ける学術研究・科学技術分野の研究活動で、

今日迄の行動及びその成果が大きな評価を得る等その実績が顕著である者、

及び今後更なる研鑽・活躍が期待できる者を表彰しています。

第 2回「(公財)富山第一銀行奨学財団賞」受賞者の表彰

特別賞(賞状と賞金 500 万円)  富山県立大学准教授 古澤 之裕 氏

奨励賞(賞状と賞金 300 万円)  富山大学 助教 廣島 渚 氏

を表彰。

第 3回「(公財)富山第一銀行奨学財団賞」は令和 6年 2月末締切りで令和 5年

11 月 1日(水)より募集活動を行った。

令和 6年 2月末日 募集研究者の締切り  9 名の応募

令和 6年 3月 21 日 第 1回 選考委員会

（２）「(公財)富山第一銀行奨学財団賞」表彰式及び記念講演会の開催

助成金事業の令和 5年度「公益財団法人富山第一銀行奨学財団の研究成果発

表会」と同日(令和 5年 7月 7日(金))に開催。

13:00～ ･顕彰事業の特別賞・奨励賞の受賞者表彰式

14:30～ ･顕彰事業の特別賞・奨励賞の受賞者の記念講演
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Ⅱ．処務の概要

１．役員に関する事項

令和 5年度末現在の役員

役 員 氏 名 就任年月日 担当職務 手当

顧 問 新田 八朗 令和 5.3.9 なし 富山県知事

理 事 横 田 格 令和 4.6.2 理 事 長 〃 ㈱富山第一銀行顧問

〃 藤 岡 正 紀 〃 常務理事 〃 元㈱富山第一銀行監査役

〃 金 岡 純 二 〃 〃 ㈱富山第一銀行相談役

〃 野 村 充 〃 〃 ㈱富山第一銀行頭取

〃 遠藤 俊郎 〃 〃 富山大学 名誉教授・前富山大学学長

〃 河 合 隆 〃 〃 元㈱北日本新聞社社長

〃 水口昭一郎 〃 〃 立山科学グループ会長

〃 福 田 孜 〃 〃 元富山県医師会会長

〃 尾畑 納子 〃 〃 富山国際大学名誉教授

監 事 藤澤 繁幸 令和 4.6.2 〃 元㈱富山第一銀行監査役

〃 島田 秀二 〃 〃 ティ・エフ保険ｻｰﾋﾞｽ㈱ 会長

評議員 齋 藤 滋 令和 4.6.2 〃 富山大学学長

〃 下 山 勲 〃 〃 富山県立大学学長

〃 高木 利久 〃 〃 富山国際大学学長

〃 國枝 佳明 〃 〃 富山高等専門学校校長

〃 北 島 勲 〃 〃 富山大学理事・副学長

〃 稲 垣 義 雄 〃 〃 前富山ファースト・ディシー㈱会長

〃 老 田 良 隆 〃 〃 元トミ商事㈱社長

〃 武 隈 光 男 〃 〃 元ティ・エフ保険サービス㈱会長

〃 橋 本 一 次 〃 〃 元㈱富山第一銀行取締役常務執行役員

〃 田 中 豊 〃 〃 ㈱富山ﾌｧｲﾅﾝｽ 社長

〃 八幡 正之 〃 〃 富山ﾌｧｰｽﾄＤＣ㈱ 社長

２．職員に関する事項

事務局

氏 名 就任年月日 担 当 職 務 手 当 備考

藤 岡 正 紀 令和 4.6.2 常 務 理 事 月 100,000 円

井 沢 修 一 平成 26.6.4 事 務 局 長 月 150,000 円
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３．役員会などに関する事項

（１）理事会に関する事項

開催年月日 議 事 事 項 会 議 結 果

R5.5.11 (１)令和 5年度第 1回通常理事会

（議案）

1.令和 4年度事業報告・計算書類等の承認の件 承認

2.令和 5年度給貸与生決定の件 承認

3.令和 5年度助成教育機関及び助成金額の決定の件 承認

4. 第 2回（公財）富山第一銀行奨学財団賞 表彰者の決定の件 承認

5.定時評議員会の招集の決定 承認

（報告事項）

(1) 代表理事・業務執行理事の職務の執行の状況の報告 了承

R6.3.7 (１)令和 5年度第 2回通常理事会

（議案）

1.令和 6 年度事業計画･収支予算･資金調達及び設備投資の見込

みを記載した書類の承認の件
承認

（報告事項）

(1) 代表理事・業務執行理事の職務の執行の状況の報告 了承

（２）評議員会に関する事項

開催年月日 議 事 事 項 会 議 結 果

R5.6.7 (１)令和 5年度定時評議員会

（議案）

1.議長選出の件 承認

2.議事録署名人選出の件 承認

3.令和 4年度事業報告・計算書類等の承認の件 承認

（報告事項）

（１） 令和 5年度事業計画･収支予算・資金調達及び設備投資の

見込みを記載した書類

（２）顧問の選任

（３）令和 5年度給貸与生の決定

（４）令和 5年度助成教育機関及び助成金額の決定

（５）第 2回（公財）富山第一銀行奨学財団賞 表彰者の決定

（６）代表理事・業務執行理事の職務の執行の状況の報告

了承

了承

了承

了承

了承

了承

（３）許可・認可及び承認に関する事項

該当事項なし

（４）契約に関する事項

該当事項なし
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（５）寄付金 単位：千円

（６）主務官庁指示に関する事項

該当事項なし

（７）選考に関する事項

（奨学金部門）

選考委員会 ：令和 4 年 11 月 15 日

：令和 4 年 12 月以降持回り開催

令和 5年度新規奨学生(候補)4名選考（内 1名辞退）

選考決定年月日：令和 5年 5月 11 日 理事会にて決定：令和 5年度新規奨学生 3名

新奨学生 ：事業報告書 1頁の通り

（助成金部門）

：令和 5年 2月上旬～4月 10 日各助成金受領機関で選考

選考決定年月日：令和 5年 5月 11 日 理事会にて決定

助成先・金額：事業報告書 4頁～6頁の通り

（顕彰部門）

・第 2回財団賞(応募者：2機関、4名)

第 1回 選考委員会 令和 5年 3月 10日

第 2回 選考委員会 令和 5年 3月 23日

選考決定年月日：令和 5年 5月 11 日 理事会にて決定

（参考） ・第 3回財団賞(令和 6年度)(応募者：4機関、9名)

第 1回 選考委員会 ：令和 6年 3 月 21日

以上

受入日 寄付の目的 寄付者 申込額
受領金

額
備 考

R5.4.28 基本財産とする ㈱ｴｰ･ﾃﾞｨｰ･ﾜｰｸｽ 400 400 SDGs 私募債

R5.7.24 〃 竹田 哲也 100 100
(富山第一銀行：以下省略)

定年退職

R5.8.4 〃 筒井 渚 100 100 財団賞受賞

R5.8.8 〃 奥田 貞光 1,000 1,000 元銀行役員家族

R5.9.11 〃 稲垣 隆一 100 100 定年退職

R5.9.19 〃 清水 正一 100 100 定年退職

R5.10.10 〃 瀬戸 均 100 100 定年退職

R5.10.11 〃 ﾌｧｰﾏﾊﾟｯｸ(株) 200 200 SDGs 私募債

R5.11.1 〃 富山ﾌｧｰｽﾄ･ｴｽﾃｰﾄ㈱ 1,000 1,000 ｴｽﾃｰﾄ 60周年記念

R5.11.10 〃 浦畑 紳司 100 100 定年退職

R5.12.6 〃 林 信彦 100 100 定年退職

R5.12.8 〃 入谷 淳 100 100 定年退職

R5.12.15 〃 ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ㈱ 200 100 SDGs 私募債

R5.12.20 使途を指定しない 古澤之裕 30 30 財団賞受賞

R6.1.30 基本財産とする ㈱富山ﾌｧｲﾅﾝｽ 2,000 2,000 ﾌｧｲﾅﾝｽ 70周年記念

R6.3.27 〃 新井 啓吾 100 100 定年退職

合 計 16 名 5,730 5,730


